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lismが こ 九 らの 場所 で 旺盛 で あ る こ と を意味す る。

精 子が卵内へ進 入 ナ る と，ま た こ れ に 似 た人 工 刺激

を 与え る と，最 初 に 卵 表 層 部 の 活 動 が 急激 に 高 ま bt

次 い で creative 　arca の mctabolism が高 まり， 卵

内の 物質移動が盛 ん に な る 。 こ の 変化 に 応 じ仁が最

も安定す る方向 を求 め て ，KP 軸 の 移動が起 る もの

と考え ら才L る 。

堀 　　浩　 a ） フ ォ ル マ リ ン
， ア セ トン 固定 の 仕方

に つ い て 。
b）プ ラ ズ モ ゾーム に ATPase が強 く局

在して b る像 を 示 さ れ た が，それ が dlffusion　arti −

fact で あ る と い う可能性 もあ る と 思 5が。

小林　 a）両固定液 は
一4°c で ，長 きは 20 時間を

越え る長時間 で 固定した。長時間 固 定 の 方 が 反応 は

濃厚 で あ る。 　b）artifact が全くな h とは 云 えなh

が ，各種 酵素検 出の 結 果 及 び 他 の 研究者 （Novikoff

ら） の 検出結果 か ら考えて ， 先ず確実な陽性反応で

あ る と考え る 。

エ ム シ 胚 の 呼吸 （II）受精前後にお ける

　　　　 TσACycle の 呼吸

　　 田 沢 栄 五 郎
・
大 川真 澄 ・安 増郁 夫

（横浜市大 ・文理 ・生物 ， 東大 ・教養 ・生物）

　受精前後 の ユ ム シ 卵 の 呼吸は ，1− Na − glucose，
6− i4G − glucese で 検討 した 結果 1 未受精卵は，ほ

とん ど Wurburg −Dickens 系で ，受精を す る と ，

TCA 　 cyde が ，

一
部あ らわれ る 。

　一方，

エ4C − lactate は 鋼 受精前後 の ユ ム シ の 卵 で ，

ほ と ん ど同 じ消費を示す 。 乳酸の 生成 は ， 無酸素下

で ， 受精卵 の み に み られ た 。

　以上の 結果 か ら，TCA 　cycle が，未受精卵で 働

い て い ない の は，基 質 の 欠 除で は な い か と考えら

れ る
。

　 こ の 仮説 は ，グ リ セ リ ン 処理卵 及 び，卵 ホ モ ヂ ネ

イ トの ミ トコ ン ドリ ア をふ くむ分画に TCA 　 cycle

の メ ン バ ー
の 基質に よ る酸素消費が ， 未受精卵で も

お こ なわれ る こ と と矛盾 し な い 。

　受精前後 の 呼吸内容 の 変化 は，glycolysis系 もし

くは ，
Wurburg −D 三ckens 系に よ っ て い る と考え る

。

毛利秀雄 　卵 をグ リ セ リ ン 処理 され た 理 由は 。

田 沢 　Soluble系 の en2yme をの ぞ い て ，　 permea −

bMtγ の 問題を 無祝で きる と 考えなg

丸山工 作　未精精卵で ，乳酸 の 存在下で ，
Dinitro−

phcnol は 酸素消費を増加す る と期待 され るが ，い

か が で し ょ うか 。

田 沢 　実験 は ま だ行な っ て い ない。今後ぜひ 行 ない

ま す 。

カキ卵 の 細胞質運動 1こつ い て II

鈴 木真太郎 （東北大 ・理 ・生物）

　カ キ 卵 に 誘起 さ れ る 細胞質運動 に は 幾 つ か の 運 動

形態が み られ る が，特に r・tati・ nal 　m ・ vement 　th：

多い 。 運動に は 持続性があり，一回転 に要す る 時聞

は ほ ぼ一
定 で 60 秒 前後 で あ る o こ れ を　P 【oto −

plasmic　 activity と し て 生 理的に そ の 機能 を調 べ た 。

1） r・tati・ nal 　 m ・ vernent に は左 方 の 区別が あ り出

現頻度 は 等 し く，速度 に 差 は な い
。

2）運動 に は 明

白な rhythm が見 られ る。3） 運動は medium の

浸 透 圧 に 関係す るが 各 イ オ ン の 等調溶液 に お け る 運

動 は KC1 ，　NaGl ，
　MgC12

，
　CaCl2 で は 差が な い o し

たが っ て 特殊 イ オ ン に よ っ て 運動速度が増加 す る よ

5 な こ と は ない 。
4） 10−‘MKCN 　pH 　8．0

，
10−2A4

ATaN3　pH 　5．4，　pH 　B．2，10−3M 　NaN3 　 pH 　5．4 と

10『3M 　DNP 　pH 　8．0 で 完全 に 運動 の 阻 害 が起 る 。

そ の 阻害は 正常海水中 で 30 分後に 100％回復す る 。

こ の 細胞質運動 と　oxidative 　 phosphorylation や

respiratory 　 enzymes とは 密接 な 関係が あ る と か ん

が え られ る 。

米田満樹 　流動の 「左 回り」「右回 り」 と い うの は 何

を 目安 に し て 規定 し た か 。

鈴木　細胞質流動 は 卵 全体 で は な く部分的 に 限 られ

て い る 。 し た が っ て 不動の 部域 を中心 に して 顕微鏡

下で 容易に 見分け る こ とが で き る 。

ウ ニ 卵表 層の弾性 （つ づ き）

米 田 満樹 （都立 大 ・理 ・驫物）

　受精膜，透明層 を共に除い たパ フ ン ウ ニ の 受精卵

に ，二 枚の 平行な板 の 間で ，

一
定の 力 F をか け る と，

数分間の 緩和時間 を経 て ，一淀 の あ つ み Z に 達す る 。

この と きの 卵 の 全表面積 を S と し て ，表層 に 働 く張

力 を，式 F ＝ − T （dS！dZ ）で 計算す る。同一の 卵 に

つ い て
・ 大 きさの 》がう二 通りの カを 5 分問ずつ 寓
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